
 

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則の一部改正 

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則を次のとおり改正する。 

現    行 改  正  案 備 考 

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則 

平成１６年４月１日 

１６農教規則第３号 

第１条  省 略 

（教育課程の内容及び履修方法） 

第２条 各学科ごとの教育課程の内容及び履修方法は、次の各号に掲げるとおり

とする。 

一 教養科目については、別表（１） 

二 専門科目のうち基礎・専門教養科目については、別表（２） 

三 専門科目のうち学科専門科目については、別表（３）及び別表（４） 

２～３  省 略 

 

第２条の２～第３条  省 略 

 

（入学前の既修得単位等） 

第４条 学則第９９条第４項の規定により、入学前の既修得単位等の認定を受けよ

うとする者は、入学時に学部長に願い出なければならない。 

２ 認定の対象となる授業科目は、学則第８８条から第９０条までの規定による再

入学、転入学及び編入学の場合を除き、教養科目及び専門科目（基礎・専門教養

科目及び学科専門科目）とし、認定単位数は別に定める。 

 

 

第５条  省 略（現行どおり） 

 

 

 

 

第１条  省 略 

（教育課程の内容及び履修方法） 

第２条 各学科ごとの教育課程の内容及び履修方法は、次の各号に掲げるとおり

とする。 

一 全学共通教育科目については、別表（１）及び別表（２） 

二 専門科目のうち学科専門科目については、別表（３） 

三 専門科目のうち学部共通専門科目については、別表（４） 

２～３  省 略（現行どおり） 

 

第２条の２～第３条  省 略（現行どおり） 

 

（入学前の既修得単位等） 

第４条 学則第９９条第４項の規定により、入学前の既修得単位等の認定を受けよ

うとする者は、入学時に学部長に願い出なければならない。 

２ 認定の対象となる授業科目は、学則第８８条から第９０条までの規定による再

入学、転入学及び編入学の場合を除き、全学共通教育科目、学科専門科目及び学

部共通専門科目とし、認定単位数は別に定める。 

 

 

第５条  省 略（現行どおり） 

 

 



 

 

（６月卒業認証のための試験の特例） 

第６条 学則第１０４条第２項ただし書の規定による卒業に必要な単位数が不足

する者については、教授会の議を経て６月に試験を行い又は卒業論文を提出さ

せ、審査を行うことができる。 

２ 前項の試験又は審査の結果、不足する単位数を修得した者については、学部

長は、教授会の議を経て、当該学科の課程を修了したことを認定することがで

きる。 

 

 

 

第７条～第１１条  省 略 

 

附 則  省 略 

 

 

 

（修業年限を超える者の卒業） 

第６条 修業年限を超えて在学する者の卒業認証については、別に定める。 

 

  

 

 

 

 

 

 

第７条～第１１条  省 略（現行どおり） 

 

附 則  省 略（現行どおり） 

 

 

 

附 則（２２農教規則第２号） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

２ 平成２２年３月３１日現在在学している者の授業科目の名称及び単位数並びに必修又は選択の別、教育課程については、施行後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 



備考

2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 大学導入科目農学基礎ゼミ 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ＭＯＲＥ　ＳＥＮＳＥ入門 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

哲　　　　学 2 科学史 2

心　理　学 2 産業史 2

教　育　学 2 農業史 2

現代倫理論 2 食料・環境問題 2

現代宗教論 2 技術者倫理 2

歴　史　学 2 知的財産権論 2

文　学・芸術論 2 生命倫理 2

近代文明論 2 自然保護文化論 2

ジェンダー論 2 融合科目（　　　） 1

比較文化論 2 融合科目（　　　） 1

経　済　学 2 現代倫理論 2

社　会　学 2 現代宗教論 2

日本国憲法 2 多文化共生論 2

国際関係論 2 ジェンダー論 2

総合政策論 2 共生社会政策論 2

数　　　　　学 2 国際平和論 2

物　理　学 2 哲学 2

化　　　　学 2 文学・芸術学 2

生 　物 　学 2 心理学 2

地   　　  学 2 教育学 2

リーディング・ベイシックス 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 日本国憲法 2

ライティング・ベイシックス 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 経済学 2

イングリッシュ・コミュニケーションⅠ 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 社会学 2

アドヴァンスト・リーディング 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 歴史学 2

アドヴァンスト・ライティング 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ リーディング・ベイシックス 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

イングリッシュ・コミュニケーションⅡ 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ライティング・ベイシックス 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資格試験英語演習 1 　 　 　 　 　 イングリッシュ・コミュニケーションI 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アカデミック・リーディング 1 アドヴァンスト・リーディング 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アカデミック・コミュニケーション 1 アドヴァンスト・ライティング 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ドイツ語初級文法Ⅰ 1 イングリッシュ・コミュニケーションII 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ドイツ語初級文法Ⅱ 1 資格試験英語演習 1

ドイツ語初級講読 1 アカデミック・リーディング 1

フランス語初級文法Ⅰ 1 アカデミック・コミュニケーション 1

フランス語初級文法Ⅱ 1 ドイツ語初級文法Ⅰ 1

フランス語初級講読 1 ドイツ語初級文法Ⅱ 1

中国語初級文法Ⅰ 1 ドイツ語初級講読 1

中国語初級文法Ⅱ 1 ドイツ語中級Ⅰ 1

中国語初級講読 1 ドイツ語中級Ⅱ 1

スペイン語初級文法Ⅰ 1 フランス語初級文法Ⅰ 1

スペイン語初級文法Ⅱ 1 フランス語初級文法Ⅱ 1

スペイン語初級講読 1 フランス語初級講読 1

中級ドイツ語 1 フランス語中級Ⅰ 1

中級フランス語 1 フランス語中級Ⅱ 1

国際コミュニケーション演習Ａ 1 中国語初級文法Ⅰ 1

国際コミュニケーション演習Ｂ 1 中国語初級文法Ⅱ 1

国際コミュニケーション演習Ｃ 1 中国語初級講読 1

国際コミュニケーション演習Ｄ 1 中国語中級Ⅰ 1

スポーツ・健康科学実技 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 中国語中級Ⅱ 1

生涯スポーツ実技 1 スペイン語初級文法Ⅰ 1

スポーツ・健康科学理論 2 スペイン語初級文法Ⅱ 1

健康科学 2 スペイン語初級講読 1

メンタルヘルス概論 2 韓国語初級文法Ⅰ 1

韓国語初級文法Ⅱ 1

韓国語初級講読 1

Communication Skills for Scientists 1
自由選択単位として卒
業に必要な単位に算入
できる。

自由選択単位として卒
業に必要な単位に算
入できる。

自由選択単位として卒
業に必要な単位に算
入できる。

自由選択単位として
卒業に必要な単位に
算入できる。

自由選択単位として卒
業に必要な単位に算
入できる。

スポーツ健康科学理論 2

体力学実技 ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生涯スポーツ実技 1

日本語Ⅰ 2

日本語Ⅱ 1

日本語Ⅲ 1

日本事情Ⅰ 2

日本事情Ⅱ 2

「共生人文社会
科学A」２単位以
上、「共生人文
社会科学B」４単
位以上（「人間と
文化」２単位、
「社会の構造」２
単位）を含めあ
わせて８単位以
上修得すること。

＊１　同一言語の
初級から２単位を
修得すること。
＊２　中級は当該
言語の初級３単
位を履修条件と
する。

＊１　同一言語
の初級から２単
位を修得するこ
と。
＊２　中級は当
該言語の初級３
単位を履修条件
とする。

必修を含め６単
位以上を修得す
ること。

必修を含め６単
位以上を修得す
ること。

リ
　
テ
　
ラ
　
シ
　
ー

　
科
　
目

留学生等対象

日本語科目

留学生等対象 留学生等対象

日本事情科目

留学生等対象 留学生等対象

＊１　同一言語
の初級から２単
位を修得するこ
と。
＊２　中級は当
該言語の初級３
単位を履修条件
とする。

「共生人文社会
科学A」２単位以
上、「共生人文社
会科学B」４単位
以上（「人間と文
化」２単位、「社会
の構造」２単位）
を含めあわせて
８単位以上修得
すること。

必修を含め２単
位以上を修得
すること。必修
を含め、３単位
までを卒業に必
要な単位に認
める。

Ａ、Ｂから１単位、
Ｃ、Ｄから１単位、
合計２単位までを
修得できる。ただ
し、卒業に必要な
単位に認めない。

共
生
人
文
社
会
科
学
B

同一言語の初
級から２単位修
得すること。中
級は当該言語
の初級３単位の
修得を履修条
件とする。

全
学
共
通
教
育
科
目

必修を含め２単
位以上を修得
すること。必修
を含め、３単位
までを卒業に必
要な単位に認
める。

共
生
人
文
社
会
科
学

共
生
人
文
社
会
科
学
A

外
　
　
国
　
　
語
　
　
科
　
　
目

英
語

同一言語の初
級から２単位修
得すること。中
級は当該言語
の初級３単位の
修得を履修条
件とする。

６単位以上を修
得すること
ただし、資格試
験英語演習は、
卒業に必要な
単位に認めな
い。

第
２
外
国
語

人
間
と
文
化

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

第
２
外
国
語

国際コミュ
ニケーショ
ン演習

スポーツ・健康
科学科目

国際コ
ミュニケー
ション演
習

Ａ、Ｂから１単位、
Ｃ、Ｄから１単位、
合計２単位までを
修得できる。ただ
し、卒業に必要な
単位に認めない。

必修を含め２単
位以上を修得
すること。必修
を含め、３単位
までを卒業に必
要な単位に認
める。

全　学　共　通　教　育　科　目

獣医学科

学　　　　科　　　　名

この区分から６単
位以上を修得す
ること。

この区分から６
単位以上を修得
すること。

この区分から６
単位以上を修得
すること。

環境資源科学科

現　　　　行

別表（１）（第２条関係）別表（１）（第２条関係）

改　　正

応用生物科学科

＊１　同一言語
の初級から２単
位を修得するこ
と。
＊２　中級は当
該言語の初級３
単位を履修条件
とする。

必修１単位を含めて２
単位以上を修得するこ
と。
この２単位を含む４単
位までを卒業に必要な
単位に算入できる。

英
語

「共生人文社会
科学A」２単位以
上、「共生人文社
会科学B」４単位
以上（「人間と文
化」２単位、「社
会の構造」２単
位）を含めあわ
せて８単位以上
修得すること。

地域生態システム学科
授業科目

単
位
数

「共生人文社会
科学A」２単位以
上、「共生人文社
会科学B」４単位
以上（「人間と文
化」２単位、「社
会の構造」２単
位）を含めあわ
せて８単位以上
修得すること。

「共生人文社会
科学A」２単位以
上、「共生人文
社会科学B」４単
位以上（「人間と
文化」２単位、
「社会の構造」２
単位）を含めあ
わせて８単位以
上修得すること。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

この中から４単
位以上を修得
すること。

この中から４単
位以上を修得
すること。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

必修を含め６単
位以上を修得す
ること。

社
会
の
構
造

必修を含め６単
位以上を修得す
ること。

必修を含め６単
位以上を修得す
ること。

＊１　同一言語
の初級から２単
位を修得するこ
と。
＊２　中級は当
該言語の初級３
単位を履修条件
とする。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

教　　　　養　　　　科　　　　目

獣医学科応用生物科学科 環境資源科学科

単
位
数

基礎ゼミ

区分 授業科目

この区分から２
単位以上を修
得すること。

分
野
別
科
目

融合科目

生物生産学科

人
文
社
会
科
学

人
間
と
行
為

この区分から２
単位以上を修
得すること。

社
会
の
構
造

この中から４単
位以上を修得
すること。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

歴
史
と
文
化

自
然
科
学

この区分から２
単位以上を修
得すること。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

生物生産学科

この区分から２
単位以上を修
得すること。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

区分
学　　　　科　　　　名

地域生態システム学科

この区分から２
単位以上を修
得すること。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

Ａ、Ｂから１単位、
Ｃ、Ｄから１単位、
合計２単位までを
修得できる。ただ
し、卒業に必要な
単位に認めない。

Ａ、Ｂから１単位、
Ｃ、Ｄから１単位、
合計２単位までを
修得できる。ただ
し、卒業に必要な
単位に認めない。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

この中から４単
位以上を修得
すること。

Ａ、Ｂから１単位、
Ｃ、Ｄから１単位、
合計２単位までを
修得できる。ただ
し、卒業に必要な
単位に認めない。

６単位以上を修
得すること
ただし、資格試
験英語演習は、
卒業に必要な
単位に認めな
い。

６単位以上を修
得すること
ただし、資格試
験英語演習は、
卒業に必要な
単位に認めな
い。

６単位以上を修
得すること
ただし、資格試
験英語演習は、
卒業に必要な
単位に認めな
い。

必修を含め２単
位以上を修得
すること。必修
を含め、３単位
までを卒業に必
要な単位に認
める。

この区分から２
単位以上を修
得すること。

この中から４単
位以上を修得
すること。

必修１単位を含めて２
単位以上を修得するこ
と。
この２単位を含む４単
位までを卒業に必要な
単位に算入できる。

同一言語の初
級から２単位修
得すること。中
級は当該言語
の初級３単位の
修得を履修条
件とする。

同一言語の初
級から２単位修
得すること。中
級は当該言語
の初級３単位の
修得を履修条
件とする。

同一言語の初
級から２単位修
得すること。中
級は当該言語
の初級３単位の
修得を履修条
件とする。

６単位以上を修
得すること
ただし、資格試
験英語演習は、
卒業に必要な
単位に認めな
い。

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

必修を含め２単
位以上を修得
すること。必修
を含め、３単位
までを卒業に必
要な単位に認
める。

必修１単位を含めて２
単位以上を修得する
こと。
この２単位を含む４単
位までを卒業に必要
な単位に算入できる。

必修１単位を含めて２
単位以上を修得するこ
と。
この２単位を含む４単
位までを卒業に必要な
単位に算入できる。

自校教育

科
学
技
術
と
社
会

スポーツ健康
科学科目

必修１単位を含めて２
単位以上を修得するこ
と。
この２単位を含む４単
位までを卒業に必要な
単位に算入できる。

融合科目

この区分から６単
位以上を修得す
ること。

この区分から６単
位以上を修得す
ること。

持
続
可
能
な
地
球
の
た
め
の
科
学
技
術



備考

基礎数学Ⅰ 2 ○ ○ 線形代数学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

基礎数学Ⅱ 2 ○ 微分積分学Ⅰ 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

数理統計学 2 ○ ○ ○ 物理学 物理学 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

応用物理学 2 ○ ○ ○ 化学 化学 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

物理学実験 1 生物学 生物学 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

無 機 化 学 2 ○ ○ 線形代数学Ⅱ 2

物理化学Ａ 2 ○ ○ 微分積分学Ⅱ 2

物理化学Ｂ 2 ○ 数理統計学 2 ○

有 機 化 学 2 ◎ ○ ○ 力学 2

化 学 実 験 1 ◎ ◎ 電磁気学 2

生 　態 　学 2 ○ ○ ○ 物理学実験 1 ◎ ○

植　 物　 学 2 ○ ○ 物理化学A 2

動　 物 　学 2 ○ 物理化学B 2

微 生 物 学 2 ○ ○ 有機化学 2 ○

細胞生物学 2 ◎ ◎ 無機化学 2

遺　 伝　 学 2 ○ ○ ◎ 化学実験 1 ◎ ◎ ◎ ○

生物学実験 1 ◎ ◎ 生態学 2 ○

地球環境地学 2 ○ 遺伝学 2 ◎

地 学 実 験 1 微生物学 2 ○

情報 処理学 情報処理学 2 ◎ ○ ○ ◎ 細胞生物化学 2 ◎

農  業  史 2 生物構造機能学 2

環境経済学 2 ○ 生物学実験 1 ◎ ◎ ◎ ○

農業環境地理学 2 ○ 地学 2

環境思想史 2 ○ 地球環境地学 2

現代農業論 2 地学実験 1 ○

国際環境農学 2

産  業  史 2

科学史 2

技術者倫理 2

知的財産権論 2

生物資源論 2

環境生物相関論 2

動物と人間の行動 2 ◎

生 命 倫 理 2

自然保護文化論 2

区　　分

改　　正

必修４単位に加
え、○印の授業
科目から４単位
以上を修得する
こと。

必修１単位
を含め３単
位以上を修
得すること。

必修１単位
を含め３単
位以上を修
得すること。

２単位以上
を修得する
こと。

学　　　　　　　科　　　　　　　名

獣医学科

合
わ
せ
て
1
9
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と

必修２単位を
含め１８単位
以上を修得す
ること。

必修２単位を
含め１８単位
以上を修得す
ること。

化学

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

ＴＡＴⅡ科目

自
然
科
学
系
基
礎
科
目

２単位以上
を修得する
こと。

必修１単位
を含め３単
位以上を修
得すること。

全
学
共
通
教
育
科
目

生物学

地学

 ○印の授業
科目の中か
ら１２単位以
上を修得す
ること。

必修科目６
単位及び○
印の授業科
目から４単
位以上を修
得すること。

数学

ＴＡＴⅠ科目

数学

物理学

応用生物科学科

必修科目２
単位と○印
の授業科目
を合わせ１６
単位以上を
修得するこ
と。物理学

化　学

生物学

地　学

数　学

人文社会科学

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

必修科目２
単位を含
め、６単位以
上を修得す
ること。

この中から、
２２単位以上
を修得する
こと。

区　　分

基
　
　
　
礎
　
　
　
科
　
　
　
目

必修科目８
単位を含
め、１８単位
以上を修得
すること。

授業科目
単
位
数

学　　　　　　　科　　　　　　　名

生物生産学科

基礎・専門教養科目

獣医学科
授業科目

単
位
数

専
門
教
養
科
目

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

現　　　　行

別表（２）（第２条関係）別表（２）（第２条関係）

環境資源科学科 地域生態システム学科 生物生産学科

全　学　共　通　教　育　科　目

応用生物科学科 環境資源科学科

○
印
の
授
業
科
目
の
中
か
ら
２
単
位
以
上
修
得
し

、
合
わ
せ
て
1
6
単
位
以
上
修
得
す
る
こ
と

地域生態システム学科

２単位以上
を修得する
こと。

○印以外の
授業科目を
２単位以上
を修得する
こと。

○印以外の
授業科目を
２単位以上
を修得する
こと。

○印以外の
授業科目を
２単位以上
を修得する
こと。

○印以外の
授業科目を
２単位以上
を修得する
こと。



備　　考

生物生産学原論 ◎４ 畜産学総論 2 生物生産学原論 ◎4 畜産学総論 2

バイオマスエネルギ－論 2 家畜形態・生理学 2 情報処理学 ◎2 農業昆虫学Ⅰ 2

生化学 2 家畜飼養・草地学 2 生化学 2 家畜形態・生理学 2

分析化学 2 家畜管理・衛生学 2 農業微生物学 2 農業昆虫学Ⅱ 2

遺伝子細胞工学 2 家畜育種・繁殖学 2 分析科学 2 家畜飼養学 2

農業多面的機能論 2 農業昆虫学 2 農産物製造学 2 家畜繁殖学 2

食品リスクコミュニケーション論 2 蚕糸学 2 生物統計学 2 家畜育種学 1

生物統計学 2 昆虫生理・生化学 2 科学英語論文講読 2 蚕糸・昆虫利用学 2

科学英語論文講読 2 昆虫遺伝・発生学 2 農業分野専攻実習 2 家畜衛生学 2

生物生産学特別講義Ⅰ(経済系） 1 農業経済学 2 生物生産学実験基礎 ◎4 農業経済学 2

生物生産学特別講義Ⅱ(植物系） 1 農業経営・生産組織学 2 アグリバイオ実験 4 農業経営学 2

生物生産学特別講義Ⅲ(動物系） 1 農業市場学 2 学外実習（農家） 1 食料システム経済学 2

生物生産学実験Ⅰ ◎2 食料システム経済学 2 学外実習（研究所） 1 農業市場学 2

生物生産学実験Ⅱ 4 農業資源情報解析学 2 卒業論文 8 国際農業政策論 2

生物生産学実験Ⅲ 4 食料関連産業論 2 作物栽培学 2 農業資源経済学 2

生物生産学実習 ◎2 国際農業政策論 2 土壌学 2 サステイナブルツーリズム論 1

農業分野専攻実習 2 動物福祉論 2 環境気象学 2 農業経営経済学総合演習 1

学外実習（農家） 1 NGO・NPO論 1 土壌物質循環・肥料科学 2 農村社会調査実習 2

学外実習（研究所） 1 地域パートナーシップ論 1 作物保護学 2 バイオマスエネルギー論 2

卒業論文 8 サステナブルツーリズム論 2 灌漑排水工学 2 遺伝子細胞工学 2

環境気象学 2 農業経営経済学総合演習 1 生物生産環境学 2 生物生産学特別講義Ⅰ（環境系） 0.5

土壌学 2 農村社会調査実習 2 農地工学 2 生物生産学特別講義Ⅱ（植物系） 0.5

土壌物質循環学 2 フィールド実験実習Ⅰ ◎1 生物生産学特別講義Ⅲ（動物系） 0.5

肥料科学 2 フィールド実験実習Ⅱ ◎1 生物生産学特別講義Ⅳ（経済系） 0.5

作物保護学 2 植物生理学 2 食料リスクアナリシス 2

農業微生物学 2 植物分子遺伝学 2 地域パートナーシップ論 1

植物生理学 2 植物生態生理学 2 動物福祉論 2

植物分子遺伝学 2 作物学 2

植物生態学 2 植物栄養学 2

植物生態生理学 2 園芸学Ⅰ 2

植物栄養学 2 園芸学Ⅱ 2

植物繁殖学 2 植物育種学 2

植物育種学 2 植物生態学 2

作物栽培学 2

作物学 2

園芸学 2

区分 授　業　科　目 単位数

現　　　　行

区分 授　業　科　目区分

別表（３）　（第２条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　科　　専　　門　　科　　目

生物生産学科

授　業　科　目備考備　考 授　業　科　目 単位数 備考単位数 備　考 区分

改　　正

別表（３）　（第２条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　科　　専　　門　　科　　目

生物生産学科

生
産
環
境
系
科
目

植
物
生
産
系
科
目

単位数

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

動
物
生
産
系
科
目

農
業
経
営
経
済
系
科
目

新
領
域
科
目

この中から必修１
２単位を含め、６
０単位以上を修
得すること。

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

学
科
共
通
科
目

生
産
技
術
環
境
系
科
目

植
物
生
産
系
科
目

学
　
科
　
共
　
通
　
科
　
目

この中から必修８
単位を含め、６０
単位以上を履修
すること。

動
物
生
産
系
科
目

経
済
社
会
系
科
目



備　考

有機化学Ⅰ 2 細胞工学 2 情報処理学 2 細胞工学 2

生化学Ⅰ 2 栄養化学Ⅱ 2 有機化学Ⅰ 2 栄養化学Ⅱ 2

分析化学Ⅰ 2 植物工学 2 生化学Ⅰ 2 植物工学 2

有機化学Ⅱ 2 代謝工学 2 分析化学Ⅰ 2 代謝工学 2

生化学Ⅱ 2 蛋白学 2 有機化学Ⅱ 2 蛋白学 2

分子生物学Ⅰ 2 有機合成化学 2 生化学Ⅱ 2 有機合成化学 2

分子細胞生物学 2 生体高分子利用学 2 分子生物学Ⅰ 2 生体高分子利用学 2

発生生物学 2 農薬化学 2 植物保護学 2 農薬化学 2

昆虫生物学 2 病原微生物学 2 発生生物学 2 病原微生物学 2

植物保護学 2 昆虫生理学 2 昆虫生物学 2 昆虫生理学 2

分析化学Ⅱ 2 食品衛生学 2 分子細胞生物学 2 食品衛生学 2

有機化学Ⅲ 2 科学英語論文講読 2 分析化学Ⅱ 2 応用生物科学特別講義Ⅰ 1

生化学Ⅲ 2 応用生物科学特別講義Ⅰ 1 有機化学Ⅲ 2 応用生物科学特別講義Ⅱ 1

植物生理学 2 応用生物科学特別講義Ⅱ 1 生化学Ⅲ 2 科学英語論文演習Ⅰ 1

食品化学Ⅰ 2 応用生物科学特別講義Ⅲ 1 植物生理学 2 科学英語論文演習Ⅱ 1

分子生物学Ⅱ 2 応用生物科学特別講義Ⅳ 1 免疫生物学 2 農場実習 1

免疫生物学 2 応用生物科学専門ゼミ 2 分子生物学Ⅱ 2 応用生物科学共通実験Ⅰ ◎1

微生物生化学 2 農場実習 １ 食品化学Ⅰ 2 応用生物科学共通実験Ⅱ ◎1

天然物有機化学 2 応用生物科学共通実験Ⅰ ◎１ 微生物生化学 2 応用生物科学専門実験Ⅰ 1

生物相関学 2 応用生物科学共通実験Ⅱ ◎１ 天然物有機化学 2 応用生物科学専門実験Ⅱ 1

天敵微生物学 2 応用生物科学専門実験Ⅰ １ 生物相関学 2 応用生物科学専門実験Ⅲ 1

バイオロジカルコントロール 2 応用生物科学専門実験Ⅱ １ 天敵微生物学 2 応用生物科学専門実験Ⅳ 1

植物病理学 2 応用生物科学専門実験Ⅲ １ バイオロジカルコントロール 2 応用生物科学専門実験Ⅴ 1

食品化学Ⅱ 2 応用生物科学専門実験Ⅳ １ 植物病理学 2 応用生物科学専門実験Ⅵ 1

栄養化学Ⅰ 2 応用生物科学専門実験Ⅴ １ 食品化学Ⅱ 2 応用生物科学実習 1

遺伝子工学 2 応用生物科学専門実験Ⅵ １ 栄養化学Ⅰ 2 卒業論文 8

神経生物学 2 応用生物科学実習 １ 遺伝子工学 2

応用微生物学 2 卒業論文 ８ 神経生物学 2

生理活性物質化学 2 応用微生物学 2

科学英語演習 1 生理活性物質化学 2

食品製造学 2 科学英語 2

専門自由科目（食品工学） 2 食品製造学 2

専門自由科目（食品工学） 2

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

授　業　科　目 区分備考

この中から必修２単位
を含めて、６２単位以
上を修得すること。

学
科
共
通
科
目

授　業　科　目

現　　　　行

区分 区分

応用生物科学科

単位
数

備　考

改　　正　

単位
数

応用生物科学科

区分 授　業　科　目
単位
数

備　考 授　業　科　目
単位
数

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

学
科
共
通
科
目

この中から必修２単位
を含めて、６２単位以
上を修得すること。

備考

学
科
共
通
科
目

学
科
共
通
科
目



備　考

地球化学 2 住環境学 2 情報処理学 2 住環境学 2

環境分析化学 2 生態系保全学 2 地球化学 2 資源リサイクル学 2

環境計測学 2 資源リサイクル学 2 環境分析化学 2 地圏環境学 2

機器分析化学 2 水界環境学 2 大気化学 2 大気環境学 2

大気化学 2 地圏環境学 2 水溶液化学 2 水界環境学 2

水溶液化学 2 大気環境学 2 環境情報学 2 生態系保全学 2

環境情報学 2 環境毒性学 2 環境資源土壌学 2 森林資源科学 2

環境資源土壌学 2 森林資源科学 2 植物組織形態制御学 2 環境気象学 2

植物組織形態制御学 2 環境気象学 2 生化学 2 資源高分子化学 2

生化学 2 資源高分子化学 2 機器分析化学 2 資源材料・構造力学 2

環境分子生物学 2 資源材料・構造力学 2 微生物生理生態学 2 環境汚染化学 2

微生物生理生態学 2 環境汚染化学 2 環境資源有機化学 2 環境微生物学 2

環境資源有機化学 2 環境微生物学 2 樹木生態生理学 2 エコマテリアル学 2

分子動態化学 2 エコマテリアル学 2 環境資源科学実習 1 環境毒性学 2

樹木生態生理学 2 資源高分子物理学 2 環境分子生物学 2 資源高分子物理学 2

環境資源科学実習 1 森林資源形成学 2 環境計測学 2 森林資源形成学 2

森林科学概論 2 植物資源化工学 2 分子動態化学 2 植物資源化工学 2

環境アセスメント学 2 生分解学 2 森林科学概論 2 生分解学 2

科学英語論文講読 1 森林資源利用学 2 環境アセスメント学 2 森林資源利用学 2

卒業論文 8 地球環境化学 2 科学英語論文購読 1 地球環境化学 2

環境資源科学特別講義Ⅰ 1 環境植物学 2 卒業論文 8 環境植物学 2

環境資源科学特別講義Ⅱ 1 設計製図学 2 環境資源科学特別講義I 1 設計製図学 2

環境資源科学特別講義Ⅲ 1 住環境構造学 2 環境資源科学特別講義II 1 住環境構造学 2

環境資源科学特別講義Ⅳ 1 ライフサイクルアセスメント 2 環境資源科学特別講義III 1 ライフサイクルアセスメント 2

環境資源科学実験Ⅰ ◎1 資源分解・廃棄学 2 環境資源科学特別講義IV 1 資源分解・廃棄学 2

環境資源科学実験Ⅱ 1 ＣＡＤ・設計演習 1 環境資源科学実験I（物理学応用） 1 CAD設計演習 2

環境資源科学実験Ⅲ ◎1 環境資源科学実験II（化学応用） 1

環境資源科学実験Ⅳ 1 環境資源科学実験III（生物学応用） 1

環境資源科学実験Ⅴ ◎1 環境資源科学実験IV（地学応用） 1

環境資源科学実験Ⅵ 1

環境資源科学実験Ⅶ 1

現　　　　行 改　　正

環境資源科学科

授　業　科　目 単位数 備　考

環境資源科学科

備　考 授　業　科　目単位数 区分区分 授　業　科　目

必修３単位を含め、５単
位以上を修得すること。

学
科
専
門
科
目

この中から２０単位以上
を修得すること。

単位数 備　考 区分 授　業　科　目 単位数 備　考 区分

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

学
科
共
通
科
目

この中から３１単位以上
を修得すること。

この中から２単位以上
を修得すること。

学
科
共
通
科
目

この中から３１単位以上
を修得すること。

学
科
専
門
科
目

この中から２０単位以上
を修得すること。



備　考

地域生態システム学科

区分 授　業　科　目 単位数 区分 授　業　科　目 単位数 区分 授　業　科　目 単位数 区分 授　業　科　目 単位数

地域生態システム学 ◎４ 比較心理学 2 地域生態システム学 ◎4 動物生態学 2

地域生態システム学実習Ⅰ ◎1 野生動物保全政策学 2 地域生態システム学実習Ⅰ ◎1 生業民俗学 2

地域生態システム学実習Ⅱ ◎1 動物福祉論 2 地域生態システム学実習Ⅱ ◎1 健康アメニティ論 2

地域社会システム調査実習 ○1 農業経営・生産組織学 2 地域生態システム学セミナー ◎1 インタープリテーション技術 2

地域生態システム学実験Ⅰ（物理系） ○1 生態・環境情報工学 2 地域生態システム学特別演習Ⅰ ◎1 造園学 2

地域生態システム学実験Ⅱ（化学系） ○1 リモートセンシング論 2 地域生態システム学特別演習Ⅱ ◎1 動物環境生理学 2

地域生態システム学実験Ⅲ（生物系） ○1 動物環境生理学 2 地域生態システム学特別演習Ⅲ ◎2 リモートセンシング論 2

地域生態システム学セミナー ◎1 動物社会生態学 2 フィールド安全管理学 1 森林施設工学 2

地域生態システム学特別演習Ⅰ ◎1 森林立地学 2 情報処理学 2 砂防工学 2

地域生態システム学特別演習Ⅱ ◎1 森林生物保全学 2 インターンシップ 1 森林立地学 2

地域生態システム学特別演習Ⅲ ◎2 森林政策学 2 ECO-TOPインターンシップⅠ 2 農地工学 2

卒業論文 8 健康アメニティ論 2 ECO-TOPインターンシップⅡ 2 地盤工学 2

インターンシップ 1 環境倫理学 2 卒業論文 8 生物生産環境学 2

景観生態学 2 環境教育学 2 生物多様性保全学 2 機械基礎工学 2

地域環境社会学 2 生物生産環境学 2 水資源管理論 2 熱工学 2

地域社会システム計画論 2 国際協力論 2 地域社会システム計画論 2 構造解析学 2

水資源管理論 2 保全遺伝生態学 2 人と動物の関係論 2 生態・環境情報工学 2

造園学 2 森林生産システム学 2 測量学Ⅰ 2 環境教育学 2

植生管理学 2 山地保全学 2 植生管理学 2 環境倫理学 2

森林生態学 2 砂防工学 2 森林生態学 2 比較行動学 2

測量学Ⅰ 2 構造解析学 2 水文学 2 地域環境社会学 2

土壌生態管理学 2 環境地盤工学 2 土壌物理学 2 国際協力論 2

サステナブルツーリズム論 2 農地工学 2 地域パートナーシップ論 1 農業市場学 2

インタープリテーション技術 2 振動学 2 サステイナブルツーリズム論 1 野生動物保全技術論 2

環境の計測 2 熱環境工学 2 農業経済学 2 景観生態学 2

生物多様性保全学 2 植生学 2 農の共生学 2 植生学 2

地域パートナシップ論 1 野生動物保全技術学 2 測量学Ⅱ 2 野生動物保全学 2

NGO･NPO論 1 動物生態学 2 土壌生態管理学 2 環境生理生態学 2

水文学 2 環境生理生態学 2 森林計画学 2 森林施業論 2

環境土壌物理学 2 自然修復技術論 2 山地保全学 2 森林政策学 2

比較行動学 2 森林保護・樹木医学 2 森林生産システム学 2 循環資源利用学概論 2

ヒトと動物の関係論 2 森林施業論 2 GISの基礎と演習 2 農産プロセス工学 2

測量学Ⅱ 2 バイオマス利用論 2 樹木学 2 灌漑排水工学 2

河川生態論 2 循環資源利用学概論 2 応用力学 2 水利施設工学 2

ＧＩＳの基礎と演習 2 持続的森林管理論 2 土質力学 2 土壌物質動態学 2

環境経済政策学 2 国際開発論 2 水理学 2 動物福祉論 2

環境公法 2 灌漑排水工学 2 農村地域計画学 2 共生社会思想 2

農村地域計画学 2 森林施設工学 2 農業機械学 2 国際開発論 2

森林計画学 2 水利施設工学 2 エコマテリアル 2 地方自治論 2

持続可能な開発のための教育(ESD) 2 農産プロセス流通工学 2 環境哲学 2 バイオマス利用論 2

水理学 2 生業民俗学 2 環境文化史 2 持続的森林管理論 2

エコマテリアル 2 共生社会思想 2 比較心理学 2 作物栽培学 2

応用力学 2 風土・人間・社会論 2 環境公法 2 土地利用学 2

土質力学 2 農業市場学 2 環境経済学 2

環境文化史 2 農業経済学 2 持続可能な開発のための教育(ESD) 2

環境哲学 2 作物栽培学 2 農業経営学 2

備　考

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

学
　
科
　
共
　
通
　
科
　
目

パ

ッ
ケ
ー

ジ
科
目
・
推
奨
科
目

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

この中から必修１１単
位及び○印の授業科
目２単位以上を含め
て、６６単位以上を修
得すること。

現　　　　行 改　　正　

備　考 備　考

地域生態システム学科

備　考

パ

ッ
ケ
ー

ジ
科
目
･
推
奨
科
目

パ

ッ
ケ
ー

ジ
科
目
・
推
奨
科
目

学
科
共
通
科
目

この中から必修１１単
位を含めて６４単位以
上を修得すること。

パッケージ科目・推奨
科目、実験・実習科目
については、ガイダン
スで提示する履修プ
ログラムごとの履修方
法を参考にして修得
すること。

パ

ッ
ケ
ー

ジ
科
目
･
推
奨
科
目

 



正　　案 備　考

区分 授　業　科　目 単位数 区分 授　業　科　目 単位数

測量学実習Ⅰ 1 測量学実習Ⅰ 1

環境計画学実習 1 地域社会システム調査実習 1

自然体験活動実習 1 森林計画学実習 2

森林経営学実習 2 測量学実習Ⅱ 1

測量学実習Ⅱ 1 植生管理学実習 1

植生管理学実習 1 育林学実習 2

ECO-TOPインターンシップⅠ 2 山地保全・砂防計画学実習 2

農業環境工学実験Ⅰ 2 樹木学実習 2

水理学演習 1 農業環境工学実験Ⅰ 2

育林学実習 2 農業環境工学実習 2

山地保全・砂防計画実習 2 水理学演習 1

樹木学実習 2 農村地域計画学演習 1

野生動物保護学実習 1 野生動物保全学実習 1

農村地域計画学演習 1 比較行動学実験・実習 1

比較行動学実験･実習 1 森林保護・樹木医学実習 1

ECO-TOPインターンシップⅡ 2 森林土壌学実験・実習 1

農業環境工学実験Ⅱ 2 森林生産システム学実習 2

森林土壌学実験・実習 1 農業環境工学実験Ⅱ 2

CAD・設計演習 1 CAD設計演習 2

森林生産システム学実習 2 農場実習Ⅰ 1

農村社会調査実習 2 農場実習Ⅱ 1

森林保護・樹木医学実習 1

農場実習Ⅰ 1

農場実習Ⅱ 1

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則の一部を改正する規則（案）

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

実
験
・
実
習
科
目

実
験
･
実
習
科
目

備　考備　考

現　　　　行



備　考

獣医学概論 ◎2 獣医臨床総論 ◎2 獣医学概論 ◎2 獣医臨床総論 ◎2

獣医解剖学Ⅰ ◎2 獣医循環器病学・呼吸器病学 ◎2 情報処理学 ◎2 獣医循環器病学・呼吸器病学 ◎2

獣医解剖学Ⅱ ◎2 獣医消化器病学 ◎2 獣医解剖学Ⅰ ◎2 獣医消化器病学 ◎2

獣医解剖学実習 ◎3 獣医泌尿器病学・生殖器病学 ◎1 獣医解剖学Ⅱ ◎2 獣医泌尿器病学・生殖器病学 ◎1

獣医組織学Ⅰ ◎1 獣医内分泌病学 ◎1 獣医解剖学実習 ◎3 獣医内分泌病学 ◎1

獣医組織学Ⅱ ◎2 獣医整形外科学 ◎1 獣医組織学Ⅰ ◎1 獣医整形外科学 ◎1

獣医組織学実習 ◎1 獣医神経学 ◎1 獣医組織学Ⅱ ◎2 獣医神経学 ◎1

獣医発生学 ◎1 獣医麻酔学・緊急治療学 ◎2 獣医組織学実習 ◎1 獣医麻酔学・緊急治療学 ◎2

獣医生理学Ⅰ ◎2 獣医臨床感染症学 ◎1 獣医発生学 ◎1 獣医臨床感染症学 ◎1

獣医生理学Ⅱ ◎2 獣医臨床腫瘍学 ◎1 獣医生理学Ⅰ ◎2 獣医臨床腫瘍学 ◎1

獣医生理学Ⅲ ◎2 獣医血液病学 ◎1 獣医生理学Ⅱ ◎2 獣医血液病学 ◎1

獣医生理学実習 ◎1 獣医皮膚科学 ◎1 獣医生理学Ⅲ ◎2 獣医皮膚科学 ◎1

獣医生化学 ◎2 獣医臨床感覚器学 ◎1 獣医生理学実習 ◎1 獣医臨床感覚器学 ◎1

獣医生化学実習 ◎1 分子病態診断・治療学 ◎1 獣医生化学 ◎2 分子病態診断・治療学 ◎1

獣医微生物学Ⅰ ◎2 獣医動物行動学 ◎1 獣医生化学実習 ◎1 獣医動物行動学 ◎1

獣医微生物学Ⅱ ◎2 獣医栄養学 ◎1 獣医微生物学Ⅰ ◎2 獣医栄養学 ◎1

獣医微生物学Ⅲ ◎2 大動物診療学Ⅰ ◎2 獣医微生物学Ⅱ ◎2 大動物診療学Ⅰ ◎2

獣医微生物学実習 ◎1 大動物診療学Ⅱ ◎2 獣医微生物学Ⅲ ◎2 大動物診療学Ⅱ ◎2

免疫学 ◎2 大動物臨床繁殖学Ⅰ ◎2 獣医微生物学実習 ◎1 大動物臨床繁殖学Ⅰ ◎2

家畜栄養学 ◎2 大動物臨床繁殖学Ⅱ ◎2 免疫学 ◎2 大動物臨床繁殖学Ⅱ ◎2

獣医薬理学Ⅰ ◎2 馬診療学 ◎1 家畜飼養学 ◎2 馬診療学 ◎1

獣医薬理学Ⅱ ◎2 豚診療学 ◎1 獣医薬理学Ⅰ ◎2 豚診療学 ◎1

獣医臨床薬理学 ◎2 獣医画像診断学 ◎2 獣医薬理学Ⅱ ◎2 獣医画像診断学 ◎2

獣医薬理学実習 ◎1 野生動物医学 ◎2 獣医臨床薬理学 ◎2 野生動物医学 ◎2

獣医病理学総論Ⅰ ◎2 魚病学 ◎1 獣医薬理学実習 ◎1 魚病学 ◎1

獣医病理学総論Ⅱ ◎2 小動物臨床基礎実習 ◎1 獣医病理学総論Ⅰ ◎2 小動物臨床基礎実習 ◎1

獣医病理学各論Ⅰ ◎2 小動物臨床検査学実習 ◎1 獣医病理学総論Ⅱ ◎2 小動物臨床検査学実習 ◎1

獣医病理学各論Ⅱ ◎2 獣医外科学実習 ◎1 獣医病理学各論Ⅰ ◎2 獣医外科学実習 ◎1

獣医病理学実習Ⅰ ◎1 獣医麻酔学実習 ◎1 獣医病理学各論Ⅱ ◎2 獣医麻酔学実習 ◎1

獣医病理学実習Ⅱ ◎1 大動物内科・外科学実習 ◎1 獣医病理学実習Ⅰ ◎1 大動物内科・外科学実習 ◎1

獣医寄生虫学Ⅰ ◎2 大動物臨床繁殖学実習 ◎1 獣医病理学実習Ⅱ ◎1 大動物臨床繁殖学実習 ◎1

獣医寄生虫学Ⅱ ◎2 獣医臨床実習 ◎3 獣医寄生虫学Ⅰ ◎2 獣医臨床実習 ◎3

毒性学
◎2

獣医学演習（基礎・応用）
△3

獣医寄生虫学Ⅱ
◎2

獣医学演習 ◎3

獣医衛生学Ⅰ
◎2

獣医学演習（臨床）
△3

毒性学
◎2

特別研究 ◎14

獣医衛生学Ⅱ ◎2 特別研究（基礎・応用） ●14 獣医衛生学Ⅰ ◎2 比較行動学 ○2

獣医衛生学実習 ◎1 特別研究（臨床）
●14

獣医衛生学Ⅱ
◎2

人と動物の関係論 ○2

公衆衛生学Ⅰ ◎2 畜産学総論　 ○2 獣医衛生学実習 ◎1 農業経営学 ○2

公衆衛生学Ⅱ ◎2 野生動物保全技術学 ○2 公衆衛生学Ⅰ ◎2 食料リスクアナリシス ○2

公衆衛生学Ⅲ ◎2 動物生態学 ○2 公衆衛生学Ⅱ ◎2 動物福祉論 ○2

公衆衛生学実習Ⅰ ◎1 家畜育種・繁殖学 ○2 公衆衛生学Ⅲ ◎2 食品製造学 ○2

公衆衛生学実習Ⅱ ◎1 家畜管理・衛生学 ○2 公衆衛生学実習Ⅰ ◎1 食品工学 ○2

疫学 ◎2 食品工学 ○2 公衆衛生学実習Ⅱ ◎1 動物生態学 ○2

獣医伝染病学Ⅰ ◎2 食品製造学 ○2 疫学 ◎2 野生動物保全技術論 ○2

獣医伝染病学Ⅱ ◎2 学外実習Ⅰ ○1 獣医伝染病学Ⅰ ◎2 畜産学総論 ○2

獣医伝染病学Ⅲ ◎2 学外実習Ⅱ ○1 獣医伝染病学Ⅱ ◎2 学外実習Ⅰ ○1

獣医伝染病実習 ◎1 獣医伝染病学Ⅲ ◎2 学外実習Ⅱ ○1

実験動物学 ◎2 獣医伝染病実習 ◎1

放射線生物学 ◎1 実験動物学 ◎2

獣医畜産事情 ◎2 放射線生物学 ◎1

生物統計学 ◎2 獣医畜産事情 ◎2

生物統計学 ◎2

授　業　科　目

現　　　行

獣医学科

区分 単位数

改　　正

単位数 備　考

獣医学科

単位数 備　考

応
用
獣
医
学
科
目

関
連
科
目

この中から５単位以上
を修得すること。

備　考 区分

獣
医
学
総
合
科
目

△印と●印の授業科目を１
科目ずつ修得すること。た
だし、獣医学演習（基礎・応
用）と特別研究（基礎・応
用）、獣医学演習（臨床）と
特別研究（臨床）の組み合
わせで修得すること。

臨
床
獣
医
学
科
目

授　業　科　目 区分 授　業　科　目 単位数

この中から５単位以上を修
得すること。

臨
床
獣
医
学
科
目

獣
医
学
総

合
科
目

区分 授　業　科　目

基
礎
獣
医
学
科
目

病
態
獣
医
学
科
目

応
用
獣
医
学
科
目

　備考　◎印の授業科目は、必修とする。　備考　◎印の授業科目は、必修とする。

関
連
科
目

基
礎
獣
医
学
科
目

病
態
獣
医
学
科
目

備　考



備　考

区 　　分 授　業　科　目 単位数 備　　　　　　　　考 区 　　分 授　業　科　目 単位数 備　　　　　　　　考

海外特別実習 1
自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。

現代農業論 2

職業指導（農業） 2

自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。
ただし、高等学校教諭１種免許状
（農業）を取得する者は、必修とす

生物資源論 2

農学基礎概論 2
外国人留学生に限り、自由選択単位
として卒業に必要な単位として修得
することが出来る。

国際環境農学 2

ＦＳ実験実習 1
自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。

環境生物相関論 2

食農教育学 2
自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。

動物と人間の行動 2

カントリービジネス戦略学 2
自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。

農学部特別講義Ⅰ 1

科学技術コミュニケーション論 2
自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。

農学部特別講義Ⅱ 1

海外特別実習 1
自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。

職業指導(農業) 2

自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。
ただし、高等学校教諭１種免許状
（農業）を取得する者は、必修とす

FS実験実習 1
自由選択単位として卒業に必要な単
位として修得することが出来る。

学　部　共　通　専　門　科　目

学部共通専門科目

この中から２単位以上を修得するこ
と。
ただし、獣医学科は「動物と人間の
行動」を必修とする。

学部共通専門科目

改　　正

別表（４）（第２条関係）

学　部　共　通　専　門　科　目

現　　　　行

別表（４）（第２条関係）



備　考

必修 選択 計 必修 選択 計

生 涯 学 習 概 論 1 1 生 涯 学 習 概 論 1 1

博 物 館 概 論 2 2 博 物 館 概 論 2 2

博 物 館 経 営 論 1 1 博 物 館 経 営 論 1 1

博 物 館 資 料 論 2 2 博 物 館 資 料 論 2 2

博 物 館 情 報 論 1 1 博 物 館 情 報 論 1 1

博 物 館 実 習 3 3 博 物 館 実 習 3 3

視聴覚教育メディア論 1 1 視聴覚教育メディア論 1 1

教 育 学 概 論 1 1 教 育 学 概 論 1 1

保 存 科 学 2 2 保 存 科 学 2 2

産　　業　　考　　古　　学 2 2

（２）この単位は、卒業に必要な単位としては、認めない。

（１）学芸員資格を取得しようとする者は、博物館長を経由して学部
長の許可を得て、博物館に関する科目を履修することができる。

（２）この単位は、卒業に必要な単位としては、認めない。

授　業　科　目
単　位　数

授　業　科　目
単　位　数

（１）学芸員資格を取得しようとする者は、博物館長を経由して学部
長の許可を得て、博物館に関する科目を履修することができる。

改　　正

別表（５）（第２条の２関係）

博物館に関する科目

現　　　　行

別表（５）（第２条の２関係）

博物館に関する科目


